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講師　

　評論家　

　　　樋口恵子 さん

と　き：��月�日�

　　　  午後�時��分開演（午後�時開場）

ところ：総合文化会館　大ホール

入場料：無料

※託児所（乳児を除く）を開設しますので、希望者は

��月�日�までに社会福祉課児童福祉係（ � �

����）へお申し込みください。

■問い合わせ　

　社会教育課生涯学習係（ � �����）

�����������������

デューク更家プロデュース

Walking Exercise
　　　　　　　　　    ウォーキング  エクササイズ
講師　

　ウォーキングドクター

　　　　　デューク更家 さん

と　き：��月��日�

　　　 午後�時��分開演（午後�時開場）

ところ：総合文化会館　大ホール

入場料：全席自由���円

※入場整理券は、総合文化会館、労働会館、各地

域局、教育委員会高梁分室、市内プレイガイドな

どで発売中です。

■問い合わせ　

　総合文化会館（� �����）

　

全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト「
マ
ナ
ビ
ィ
」で
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち

が
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
で
、
学
び
の
輪
を
広
げ
て
い
く
全
国

規
模
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
。

　

今
月
号
か
ら
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
来
年
、

岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る
第　

回
全
国
生

１９

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
市
内
の
生
涯

学
習
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く

の
で
よ
ろ
し
く
ね
。

　

今
回
は
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
概
要
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
愛
称

　

「
ま
な
び
ピ
ア
」
は
、
生
涯
学

習
の
「
学
び
」
と
ユ
ー
ト
ピ
ア

（
理
想
郷
）
の
「
ピ
ア
」
を
掛
け

合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

開
催
期
間

平
成　

年
１９

　

月
２
日
�
〜
６
日
�

１１

主
会
場

岡
山
県
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
総
合
開
会
式
（　

月
２
日
）

１１

　

岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

○
総
合
閉
会
式
（　

月
６
日
）

１１

　

倉
敷
市
芸
文
館

　

主
会
場
の
ほ
か
、
県
下
全
市
町

村
で
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
内
全
市

町
村
の
参
加
は
全
国
初
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

生
涯
学
習
係
（
�
�
９
０
８
３
）
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今
月
号
か
ら
�
回
シ
リ
ー
ズ

で
、
高
梁
市
が
生
ん
だ
社
会
福

祉
家
で
非
行
少
年
の
更
生
に
尽

力
し
た
「
留
岡
幸
助
」
の
生
涯

に
つ
い
て
、
市
文
化
財
保
護
審

議
会
長
･
児
玉
享
さ
ん
に
執
筆

い
た
だ
き
ま
す
。

　

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

の
公
園
に
「
留
岡
幸
助
先
生
顕

彰
碑
」
が
あ
る
。
こ
の
碑
は
近

代
日
本
に
お
け
る
社
会
福
祉
事

業
の
先
駆
者
と
し
て
留
岡
幸
助

を
讃
え
た
も
の
で
、
高
梁
の
生

ん
だ
偉
人
の
生
涯
を
紹
介
し
て

い
る
。

一
、少
年
期
の
留
岡
幸
助

　

留
岡
幸
助
が
生
ま
れ
た
の
は

明
治
維
新
の
�
年
前
の
元
治
元

（
�
�
�
�
）年
で
、
高
梁
は
松

山
藩
の
城
下
町
と
し
て
、
備
中

の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い

た
。　
　

　

藩
主
板
倉 
勝  
静 
は
江
戸
幕
府

か
つ 

き
よ

の
老
中
と
し
て
も
活
躍
、
そ
の

絶
大
な
信
頼
の
も
と
に
山
田
方

谷
が
藩
の
財
政
・
人
心
を
立
て

直
し
、
安
定
し
た
政
治
が
行
わ

れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
幕
府
が
慶
応

�（
�
�
�
�
）年
に
大
政
を
奉

還
し
た
後
、
戊
辰
戦
争
が
起
こ

っ
た
。
こ
の
混
乱
期
に
松
山
藩

は
朝
敵
と
み
な
さ
れ
て
、
一
時

備
前
藩
の
支
配
下
に
お
か
れ

た
。
明
治
�
（
�
�
�
�
）
年

に
高
梁
藩
と
し
て
復
活
し
た
が

五
万
石
は
二
万
石
に
減
ら
さ

れ
、
そ
の
後
明
治
�
年
の
廃
藩

置
県
に
よ
っ
て
藩
は
な
く
な

り
、
多
く
の
藩
士
は
東
京
な
ど

他
地
域
に
職
を
求
め
て
移
転
、

商
人
や
職
人
も
需
要
の
多
い
都

市
部
に
移
る
な
ど
激
動
の
時
代

と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

幸
助
は
高
梁
の
新
町
の 
髪  
床 

か
み 

ど
こ

屋（
理
髪
店
）を
し
て
い
た
吉
田

万
吉
・
と
め
夫
婦
の
�
番
目
の

子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。
南
町

で
米
商
人
を
し
て
い
た
、
親
戚

の
留
岡
金
助
・
勝
夫
婦
に
子
供

が
な
か
っ
た
の
で
、
生
ま
れ
る

前
よ
り
の
約
束
で
、
生
ま
れ
る

と
す
ぐ
に
養
子
と

な
っ
た
。　

　

留
岡
夫
婦
は
ち

ょ
う
ど
近
く
の
新

丁
（
現
弓
之
町
）

に
住
む
士
族
、
国

分
胤
之
夫
婦
に
頼

み
、
も
ら
い
乳
を

し
た
。
国
分
家
で

は
�
月
前
に
子
供

 
三  
亥 
（
法
律
家
、
高
梁
市
初
代

さ
ん 

が
い

名
誉
市
民
）
が
生
ま
れ
た
ば
か

り
で
母
乳
が
よ
く
出
る
の
で
、

幸
助
に
も
分
け
与
え
、
可
愛
が

っ
て
い
た
と
い
う
。

　

幸
助
は
�
歳
か
ら
近
く
の
新

丁
の
伊
藤
と
い
う
寺
子
屋
に
通

っ
た
。
四
民
平
等
の
時
代
と
な

っ
て
武
士
の
子
も
町
人
の
子
も

一
緒
に
学
ん
だ
が
、
身
分
制
は

依
然
と
し
て
意
識
や
生
活
の
上

で
存
続
し
て
お
り
、
旧
藩
士
の

子
は
木
刀
を
腰
に
し
て
通
学
し

て
い
た
。
あ
る
日
寺
子
屋
帰
り

に
口
論
と
な
り
、
木
刀
で
な
ぐ

ら
れ
た
。
町
人
の
子
の
幸
助
は

素
手
で
あ
っ
た
の
で
、
木
刀
を

握
っ
て
い
る
相
手
の
手
を
つ
か

ん
で
か
み
つ
き
、
藩
士
の
子
は

泣
き
な
が
ら
帰
っ
て
い
っ
た
。

翌
日
幸
助
の
父
は
相
手
の
家
に

呼
び
つ
け
ら
れ
、
出
入
り
の
差

し
止
め
を
言
わ
れ
た
。
有
力
な

得
意
先
を
失
っ
た
父
は
幸
助
を

激
し
く
叱
り
、
散
々
に
た
た
い

た
。
幸
助
は
防
衛
上
か
み
つ
い

た
だ
け
な
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の

仕
打
ち
を
す
る
旧
士
族
に
激
し

い
敵
意
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ま
も
な
く
学
制
が
公
布
さ

れ
、
全
国
に
小
学
校
が
で
き
る

と
彼
も
小
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
る
が
、　

歳
の
時
に
や
め
て

��

行
商
に
入
り
、
商
人
の
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
行
商
中
も
背
中
の
籠
に

漢
学
の
本
を
入
れ
て
休
む
時
は

読
み
、
治
国
平
天
下
を
目
指
し

た
と
い
う
ほ
ど
学
問
好
き
で
、

正
義
感
が
強
く
、
年
に
何
回
か

来
る
軍
談
や
講
談
が
大
好
き
で

必
ず
聴
い
て
い
た
と
い
う
。

　

新
し
い
思
想
に
興
味
関
心
を

持
ち
、
自
分
が
思
っ
た
こ
と
に

つ
き
進
む
意
志
の
強
い
子
供
で

あ
っ
た
。（

文
･
児
玉　

享
さ
ん
）

シ
リ
ー
ズ�

社
会
福
祉
事

会
福
祉
事
業
の
先
駆
先
駆
者�
社
会
福
祉
事
業
の
先
駆
者�

留
岡
幸
助�

1


